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ハハハーブの苗植え

2012

ハハーブの苗植ハーブの苗植ええ（（（5／25）（（5／25（5／25））

６６６次産業化を目指すハーブ実証栽培事業

の畑では、ハーブの苗植えが行われ、松

崎幼稚園中川園の園児も作業を手伝いま

した。

６６次産業化を目指すハーブ実証栽培事６次産業化を目指すハーブ実証栽培事業業

の畑では、ハーブの苗植えが行われ、の畑では、ハーブの苗植えが行われ、松松

崎幼稚園中川園の園児も作業を手伝い崎幼稚園中川園の園児も作業を手伝いまま

したした。。
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７
月

日
（
土
）
か
ら
、
町
内

１４

４
海
水
浴
場
に
監
視
員
が
配
置
さ

れ
、
本
格
的
な
海
水
浴
シ
ー
ズ
ン

を
迎
え
ま
す
。

松
崎
町
は
、
こ
の
夏
の
期
間
、

１
年
の
う
ち
で
最
も
観
光
客
が
訪

れ
、
地
域
の
人
口
が
急
増
し
ま
す
。

町
で
は
、
観
光
客
は
も
と
よ
り
、

町
民
の
皆
様
が
安
心
し
て
過
ご
せ

る
よ
う
に
、
警
察
や
海
上
保
安
部

な
ど
関
係
機
関
と
連
携
を
密
に
し
、

夏
期
期
間
中
の
安
全
で
快
適
な
環

境
づ
く
り
に
努
め
ま
す
。

ま
た
、
水
難
事
故
の
際
に
迅
速

な
対
応
が
で
き
る
よ
う
、
監
視
員

に
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
置
し
、

各
海
水
浴
場
に
は
、
Ａ
Ｅ
Ｄ
（
除

細
動
器
）
を
設
置
し
ま
す
。

松
崎
海
岸
で
は
、
水
上
バ
イ
ク

の
増
加
に
よ
り
、利
用
者
の
マ
ナ
ー

の
悪
化
が
目
立
ち
、
漁
業
関
係
者

や
海
水
浴
客
と
の
ト
ラ
ブ
ル
が
多

く
発
生
し
て
い
た
こ
と
か
ら
、
昨

年
関
係
機
関
で
協
議
を
進
め
、
水

上
バ
イ
ク
の
利
用
を
ご
遠
慮
い
た

だ
く
こ
と
と
し
ま
し
た
。

現
在
、
松
崎
海
岸
の
４
カ
所
に

水
上
バ
イ
ク
利
用
に
つ
い
て
の
看

板
を
設
置
し
、
関
係
者
へ
の
周
知

徹
底
を
図
っ
て
い
ま
す
。

ま
た
、
夏
の
期
間
中
、
町
が
県

か
ら
松
崎
海
水
浴
場
と
し
て
借
り

受
け
て
い
る
区
域
を
昨
年
か
ら
拡

大
し
、
水
上
バ
イ
ク
用
の
出
入
航

路
を
設
け
な
い
こ
と
と
し
ま
し
た
。

こ
の
こ
と
に
よ
り
、
浜
か
ら
の
水

上
バ
イ
ク
の
出
入
航
が
で
き
な
く

な
り
、
静
か
で
安
心
な
海
水
浴
場

と
な
り
ま
し
た
。

な
お
、
岩
地
、
石
部
、
雲
見
海

岸
に
つ
い
て
は
、
町
が
管
理
す
る

漁
港
で
あ
る
た
め
、
水
上
バ
イ
ク

の
持
ち
込
み
お
よ
び
利
用
が
禁
止

と
な
っ
て
い
ま
す
。

こ
れ
ら
の
４
海
水
浴
場
は
、「
松

崎
町
海
水
浴
場
に
関
す
る
条
例
」

に
よ
り
、
夏
の
期
間
は
、「
許
可
を

受
け
て
い
な
い
営
業
行
為
」、「
乱

暴
な
言
動
、
威
勢
を
示
す
行
為
」、

「
危
険
で
風
俗
を
害
す
る
た
き
火
、

野
外
パ
ー
テ
ィ
ー
」、「
遊
泳
区
域

内
で
の
機
関
を
用
い
る
ボ
ー
ト
等

の
航
行
」、「
も
り
、
や
す
、
水
中

銃
の
所
持
、
使
用
」、「
許
可
を
受

け
て
い
な
い
車
両
の
浜
地
へ
の
乗

り
入
れ
」
等
が
禁
止
さ
れ
、
違
反

者
に
は
罰
金
が
科
せ
ら
れ
ま
す
。

各
海
水
浴
場
に
は
、
７
月

日
１４

（
土
）
か
ら
８
月

日
（
日
）
ま

２６

で
、
専
門
的
な
知
識
を
有
す
る
ラ

イ
フ
セ
ー
バ
ー
を
配
置
し
、
安
心

安
全
な
海
水
浴
場
と
し
て
管
理
し

て
い
き
ま
す
の
で
、
ご
理
解
、
ご

協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

安
全
で
快
適
な
夏
に
向
け
て

安
全
で
快
適
な
夏
に
向
け
て

夏
期
対
策
の
概
要
を
お
知
ら
せ
し
ま
す

賀
茂
健
康
福
祉
セ
ン
タ
ー
に
よ

る
海
水
浴
場
の
水
質
検
査
の
結
果

は
、
次
表
の
と
お
り
判
定
さ
れ
、

安
心
し
て
海
水
浴
が
楽
し
め
ま
す
。

ま
た
、
放
射
性
物
質
は
、
検
出

限
界
未
満
で
し
た
。

水

質

検

査

結

果

海
浜
・
水
上
バ
イ
ク
対
策

＜参考＞
海水浴場の水質の判定基準

透明度COD（※）油膜の有無
ふん便性
大腸菌郡数

区 分

全 透
（水深1ｍ以上）

2mg/L
以下

油膜が
認められない

不検出
（検出限界2個/100ml）

水質ＡＡ

適
全 透

（水深1ｍ以上）

2mg/L
以下

油膜が
認められない

100個/100ml以下水質Ａ

水深1ｍ未満
～50cm以上

5mg/L
以下

常時は油膜が
認められない

400個/100ml以下水質Ｂ
可

水深1ｍ未満
～50cm以上

8mg/L
以下

常時は油膜が
認められない

1,000個/100ml以下水質Ｃ

50cm未満
8mg/L
超

常時油膜が
認められる

1,000個/100ml
を超えるもの

不 適

（※）CODとは、水の中に含まれている汚れ（主に有機物の汚れ）を，数値化したものです。

海水浴場の水質検査について
（５月１０日採水）

判 定海水浴場名

適合（水質Ａ）雲 見

適合（水質ＡＡ）石 部

適合（水質ＡＡ）岩 地

適合（水質Ａ）松 崎

＜参考＞
海水浴場の放射性物質に関する指針

昨年の暫定指針
新たな指針

（Ｈ24．6．8改定）
区分

合計５０Bq／L以下合計１０Bq／L以下
セシウム１３４
セシウム１３７

海水の放射性物質

３０Bq／L設定なしヨウ素１３１

松崎港入口の看板 松崎海岸海水浴場区域

※検出限界1.0～2.0Bq／L
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食

中

毒

防

止

対

策

年
間
観
光
客
数
の
３
割
以
上
が

夏
の
シ
ー
ズ
ン
に
集
中
し
て
い
ま

す
。こ

の
た
め
、
賀
茂
健
康
福
祉
セ

ン
タ
ー
で
は
、
街
頭
パ
レ
ー
ド
や

ポ
ス
タ
ー
の
掲
出
、
チ
ラ
シ
の
配

布
に
よ
る
広
報
活
動
、
食
品
営
業

施
設
の
監
視
指
導
、
食
品
営
業
者

に
対
す
る
講
習
会
を
開
催
し
、
食

中
毒
防
止
に
努
め
ま
す
。

宿
泊
施
設
や
飲
食
店
で
は
、
衛

生
管
理
に
留
意
し
、
食
中
毒
の
防

止
に
努
め
ま
し
ょ
う
。

地
震
・
津
波
対
策

津
波
に
関
す
る
広
報
が
あ
っ
た

場
合
や
大
き
な
地
震
が
発
生
し
た

場
合
は
、
ラ
イ
フ
セ
ー
バ
ー
、
観

光
協
会
、
消
防
団
、
自
主
防
災
組

織
と
協
力
し
、
海
水
浴
客
の
避
難

誘
導
を
行
い
ま
す
。

ま
た
、
東
海
地
震
予
知
情
報
が

警
戒
宣
言
に
伴
っ
て
発
表
さ
れ
た

場
合
は
、
海
面
監
視
を
行
う
と
と

も
に
、
水
門
を
閉
鎖
し
ま
す
。

水
難
事
故
防
止
対
策

消
防
団
員
に
普
通
救
命
講
習
を

受
講
さ
せ
、
水
難
事
故
が
発
生
し

た
場
合
に
は
、
速
や
か
に
応
急
処

消

防

防

災

対

策

ご

み

対

策

置
が
で
き
る
体
制
を
整
備
し
ま
す
。

７
月

日
（
月
）
～
８
月

日

２３

１９

（
日
）
を
夏
期
対
策
期
間
と
し
て
、

次
の
と
お
り
日
程
を
変
更
し
て
ご

み
収
集
を
行
い
ま
す
。

ク
リ
ー
ン
ピ
ア
松
崎
へ
の
持
込
み

【
月
曜
日
～
金
曜
日
】

午
前
８
時

分
～
午
後
４
時

分

３０

３０

【
土
・
日
曜
日
】

午
前
８
時

分
～
午
前

時

分

３０

１１

30

夏
の
交
通
安
全
県
民
運
動

こ
の
運
動
は
、
県
民
一
人
一
人

が
、
自
ら
の
交
通
安
全
に
関
す
る

意
識
を
高
め
、
交
通
ル
ー
ル
の
順

守
と
交
通
マ
ナ
ー
の
実
践
に
努
め

る
こ
と
に
よ
り
、
交
通
事
故
防
止

の
徹
底
を
図
る
こ
と
を
目
的
に
毎

年
開
催
し
て
い
ま
す
。

【
実
施
期
間
】

７
月

日
（
水
）
～

日
（
金
）

１１

２０

【
ス
ロ
ー
ガ
ン
】

安
全
を

つ
な
げ
て
広
げ
て

事

故
ゼ
ロ
へ

【
運
動
の
重
点
】

○
子
ど
も
と
高
齢
者
の
交
通
事
故

防
止

○
自
転
車
の
安
全
利
用
の
推
進

○
飲
酒
運
転
の
根
絶

【
運
動
の
内
容
】

○
街
頭
指
導

○
巡
回
広
報

○
街
頭
キ
ャ
ン
ペ
ー
ン

○
交
通
診
断

○
町
内
放
送

○
の
ぼ
り
旗
の
掲
出

夏
期
シ
ー
ズ
ン
は
廃
棄
物
不
法

投
棄
が
多
発
し
ま
す
。
そ
の
対
策

と
し
て
、
例
年
不
法
投
棄
取
締
り

パ
ト
ロ
ー
ル
を
実
施
し
て
い
ま
す
。

期
間
は
７
月
、
８
月
の
２
カ
月

間
で
、
不
法
投
棄
多
発
箇
所
を
中

心
に
毎
週
実
施
し
ま
す
。

不
法
投
棄
を
発
見
し
た
場
合
は
、

廃
棄
場
所
、廃
棄
物
の
種
類
に
よ
っ

て
土
地
所
有
者
、
関
係
機
関
へ
連

絡
を
行
い
ま
す
。
ま
た
、
悪
質
な

場
合
は
、
警
察
に
通
報
す
る
等
の

措
置
を
講
じ
ま
す
。

７
月
は
、
青
少
年
非
行
・
被
害

防
止
強
調
月
間
で
す
。
家
庭
・
学

校
・
地
域
社
会
で
連
携
し
、
青
少

年
健
全
育
成
お
よ
び
非
行
防
止
に

努
め
ま
し
ょ
う
。

ま
た
、
松
崎
町
で
は
、「
あ
い
さ

つ
・
返
事
・
後
し
ま
つ
」
を
合
言

葉
に
、
３
つ
の
実
践
運
動
を
展
開

し
て
い
ま
す
。

大
人
か
ら
積
極
的
に
実
践
し
、

子
ど
も
と
関
わ
る
こ
と
が
青
少
年

健
全
育
成
に
つ
な
が
り
ま
す
の
で
、

ご
協
力
を
お
願
い
い
た
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

交

通

安

全

対

策

不
法
投
棄
防
止
対
策

青
少
年
の
健
全
育
成

７月２３日（月）～８月１９日（日）の可燃ごみ収集日程

収集日（曜日）収 集 地 区

月・水・金東、西、南、中区、宮内、伏倉、道部、岩科地区

火・木・土北区、江奈、桜田、中川地区

月～土岩地、石部、雲見地区

分別ごみの収集日程

桜田・伏倉
宮内・道部地区

中川地区江奈地区
岩科地区・三浦地区

（注）
東・西・南・北・中地区
（松崎５区）

2回目1回目2回目1回目2回目1回目2回目1回目2回目1回目

20日6日19日5日18日4日17日3日16日2日７月

24日10日23日9日22日8日21日7日20日6日８月

※毎月１回目の収集日には粗大ごみを、２回目の収集日には植物性廃食油の回収を行っています。

（注）三浦地区は７月３１日、８月１４日に分別収集を行います。収集品目はカン・ビン・ペットボトルのみです。
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波
高
で
あ
り
、
陸
上
へ
の
遡
上
を

計
算
し
て
い
な
い
。

.

７
丿
と

２０

い
う
津
波
高
は
さ
ま
ざ
ま
な
想
定

の
中
で
も
最
悪
の
ケ
ー
ス
で
あ
り
、

静
岡
県
の
第
３
次
地
震
被
害
想
定

で
示
さ
れ
て
い
る
よ
う
な
１
０
０

年
に
１
度
程
度
起
こ
る
頻
度
の
高

い
津
波
が
来
な
い
と
い
う
こ
と
で

は
な
い
。
次
に
ど
ち
ら
の
津
波
が

来
る
の
か
は
分
か
ら
な
い
が
、
ど

ち
ら
に
も
対
応
で
き
る
よ
う
に
準

備
す
る
こ
と
が
大
事
で
あ
る
。
今

後
、
よ
り
詳
細
な
試
算
が
行
わ
れ
、

来
年
に
発
表
さ
れ
る
予
定
の
静
岡

県
の
第
４
次
地
震
被
害
想
定
の
中

に
は
、
そ
の
結
果
が
示
さ
れ
る
だ

ろ
う
。」
と
の
説
明
が
あ
り
ま
し

た
。勉

強
会
で
は
、
松
崎
地
区
に
お

け
る
津
波
避
難
図
上
演
習
が
行
わ

れ
ま
し
た
。
第
３
次
地
震
被
害
想

定
に
示
さ
れ
て
い
る
６
丿
の
津
波

高
と
、
中
央
防
災
会
議
の
デ
ー
タ

を
基
に
阿
部
准
教
授
が
独
自
に
試

算
し
た

丿
の
津
波
高
の
２
つ
の

１３

ケ
ー
ス
に
つ
い
て
、
地
震
発
生
か

ら

分
間
で
津
波
か
ら
ど
の
よ
う

１６
に
逃
げ
る
か
を
委
員
が
体
験
し
、

津
波
か
ら
避
難
す
る
際
の
課
題
と

６
月
８
日
に
那
賀
川
水
系
河
口

周
辺
治
水
対
策
委
員
会
の
勉
強
会

が
開
催
さ
れ
ま
し
た
。

区
長
等
の
役
員
の
交
代
に
伴
い
、

５
人
の
方
が
新
た
に
委
員
に
委
嘱

さ
れ
、
委
員
会
は

人
の
構
成
と

２３

な
り
ま
し
た
。

勉
強
会
の
冒
頭
に
ア
ド
バ
イ
ザ
ー

で
あ
る
富
士
常
葉
大
学
の
阿
部
准

教
授
と
静
岡
大
学
の
原
田
准
教
授

か
ら
、
今
年
の
３
月
に
中
央
防
災

会
議
が
発
表
し
た
最
大
の
津
波
高

に
つ
い
て
「
新
聞
報
道
等
で
は
松

崎
町
の
最
大
津
波
高
が

.

７
丿

２０

と
さ
れ
て
い
る
が
、
松
崎
町
全
域

に
そ
の
高
さ
の
津
波
が
襲
来
す
る

の
で
は
な
い
。
国
の
試
算
は
、
５０

丿
メ
ッ
シ
ュ
と
い
う
荒
い
密
度
の

計
算
で
、
か
つ
、
海
岸
線
で
の
津

今
後
の
対
策
の
方
向
性
に
つ
い
て

話
し
合
い
ま
し
た
。
委
員
か
ら

「
６
丿
な
ら
何
と
か
逃
げ
ら
れ
た

が
、

丿
で
は
難
し
か
っ
た
」「
津

１３

波
避
難
タ
ワ
ー
の
建
設
や
防
潮
堤

の
か
さ
上
げ
が
必
要
」「
防
災
教
育

の
強
化
」「
総
合
的
な
津
波
防
災
の

計
画
が
必
要
」
等
の
意
見
が
出
さ

れ
ま
し
た
。

今
後
、
委
員
会
で
は
被
災
地
の

視
察
も
計
画
さ
れ
て
お
り
、
８
月

頃
を
目
途
に
那
賀
川
河
口
の
津
波

対
策
に
つ
い
て
ハ
ー
ド
対
策
、
ソ

フ
ト
対
策
の
両
面
か
ら
議
論
し
て

い
く
予
定
で
す
。

松
崎
地
区
の
各
世
帯
や
幼
稚
園
、

小
学
校
、
中
学
校
の
Ｐ
Ｔ
Ａ
会
員
、

松
崎
地
区
の
消
防
団
員
を
対
象
に
、

４
月

日
か
ら
配
布
し
ま
し
た
那

２５

賀
川
河
口
の
津
波
対
策
に
関
す
る

ア
ン
ケ
ー
ト
の
集
計
結
果
の
速
報

が
報
告
さ
れ
ま
し
た
。

今
回
の
ア
ン
ケ
ー
ト
は
２,

２
４

３
通
を
配
布
し
、
８
８
７
通
の
回

答
を
い
た
だ
き
ま
し
た
。（
回
収
率

.

５
舒
）

３９
主
な
回
答
内
容
は
以
下
の
と
お

り
で
す
。

問

避
難
訓
練
実
施
状
況

舒
の
方
が
参
加
し
て
い
ま
す

５６
が
７
舒
の
方
は
知
ら
な
か
っ
た
と

回
答
し
て
い
ま
す
。

問

自
宅
か
ら
の
避
難
場
所

回
答
の
多
か
っ
た
避
難
場
所
は

以
下
の
と
お
り
で
す
。

・
松
崎
小
学
校

人
４４

・
円
通
寺

人
４３

・
環
境
セ
ン
タ
ー
・
役
場

人
４２

・
松
崎
中
学
校

人
２２

・
聖
和
保
育
園

人
２１

自
宅
か
ら
の
避
難
場
所
は

舒
８２

が
知
っ
て
い
る
と
回
答
し
て
い
ま

す
が
、勤
務
先
の
避
難
場
所
を
知
っ

て
い
る
人
は

舒
と
い
う
結
果
で

４２

し
た
。

問

避
難
場
所
の
数

避
難
場
所
の
数
は

舒
の
方
が

５３

適
切
で
な
い
と
回
答
し
て
お
り
、

そ
の
位
置
も

舒
の
方
が
適
切
で

５１

は
な
い
と
回
答
し
て
い
ま
す
。

問

津
波
対
策
水
門
の
必
要
性

津
波
対
策
水
門
の
必
要
性
に
つ

い
て
は
、

舒
の
方
が
必
要
と
回

６６

答
し
て
い
ま
す
。

こ
の
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
は
、
今

後
の
治
水
対
策
委
員
会
の
会
議
資

料
と
し
て
活
用
さ
れ
ま
す
。

【
問
合
せ
】

産
業
建
設
課
（
４
２
）
３
９
６
５

ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
速
報

津波避難の図上演習の様子

原田准教授からの説明の様子

参加していない
３２％

参加した
56％

知らなかった

7％

その他0％ 無回答

5％

適切
32％

適切でない
53％

無回答
13％

わからない2％

どちらともいえない 0％

必要
66％

必要でない
23％

無回答
8％

わからない2％

どちらともいえない 1％

那
賀
川
水
系
河
口
周
辺
治
水
対
策
委
員
会

勉
強
会
の
ま
と
め
と
ア
ン
ケ
ー
ト
結
果
の
速
報
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申
請
書
作
成
業
務
や
、
江
奈
と
雲

見
仲
嶋
配
水
池
の
耐
震
診
断
等
を

行
い
ま
し
た
。

水
道
施
設
は
、
昭
和

年
か
ら

３０

年
代
に
整
備
さ
れ
た
施
設
が
多

４０く
、
老
朽
化
に
よ
る
改
修
が
必
要

と
な
っ
て
き
ま
す
。

平
成

年
度
か
ら
、
今
後
の
整

２３

備
内
容
や
財
政
計
画
等
を
盛
り
込

ん
だ
基
本
計
画
の
作
成
を
し
て
い

ま
す
が
、
老
朽
施
設
の
改
修
に
掛

る
資
金
が
多
く
必
要
と
な
っ
て
き

ま
す
。

こ
れ
ま
で
と
同
様
に
経
費
の
節

減
に
努
め
、
水
道
事
業
会
計
の
健

全
運
営
と
安
全
で
清
浄
な
水
の
安

定
供
給
を
図
っ
て
ま
い
り
ま
す
の

で
、
皆
様
の
ご
理
解
と
ご
協
力
を

お
願
い
し
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

現
在
の
契
約
給
湯
戸
数
は
、
自

家
用
３
２
０
戸
と
営
業
用

戸
で
、

３６

平
成

年
度
に
給
水
し
た
総
水

２３

量
は
、
約

万
１
,

０
０
０
立
方

９８

丿
で
、
東
日
本
大
震
災
と
計
画
停

電
の
影
響
か
ら
観
光
客
が
減
少
し
、

夏
の
使
用
量
が
大
き
く
減
少
し
た

こ
と
に
よ
り
、
前
年
と
比
べ
２
万

９
,

０
０
０
立
方
丿
の
減
と
な
り

ま
し
た
。

収
益
的
収
支
で
は
、
収
益
が
、

使
用
量
の
減
少
に
よ
り
、
１
億
５,

０
４
４
万
円
（
前
年
比
４
７
１
万

円
の
減
）
と
な
り
ま
し
た
。

一
方
費
用
は
、
江
奈
ポ
ン
プ
場

の
完
成
に
伴
い
減
価
償
却
費
が
増

加
し
た
こ
と
等
に
よ
り
、
１
億
３,

４
５
０
万
円
（
前
年
比
７
１
８
万

円
の
増
）
と
な
り
、
純
利
益
は
１,

５
９
４
万
円
と
な
り
ま
し
た
。

資
本
的
支
出
の
工
事
に
つ
い
て

は
、
八
木
山
導
水
管
改
良
工
事
や

宮
内
配
水
管
改
良
工
事
、
歩
道
の

新
設
に
伴
う
小
杉
原
の
水
道
本
管

移
設
工
事
等
を
行
い
ま
し
た
。

委
託
業
務
に
つ
い
て
は
、
２
カ

年
事
業
の
基
本
計
画
お
よ
び
認
可

長
引
く
景
気
の
低
迷
で
２
年
続

い
た
赤
字
決
算
と
な
っ
た
こ
れ
ま

で
を
踏
ま
え
、
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

販
売
の
強
化
や
静
岡
県
自
動
車
学

校
と
の
タ
イ
ア
ッ
プ
、
市
町
村
職

員
共
済
組
合
へ
の
営
業
等
に
積
極

的
に
取
り
組
ん
で
ま
い
り
ま
し
た
。

費
用
の
面
で
も
、
一
般
会
計
か

ら
資
金
を
借
り
入
れ
、
企
業
債
の

一
部
を
繰
り
上
げ
償
還
す
る
な
ど

経
費
の
削
減
に
積
極
的
に
取
り
組

み
ま
し
た
。

こ
の
結
果
、
平
成

年
度
の
宿

２３

泊
者
数
は
１
８,

７
６
１
人
（
前

年
比
７
４
７
人
の
減
）
と
な
り
ま

し
た
。

平
成

年
度
は
、
昨
年
度
に
引

２４

き
続
き
、
海
離
れ
の
傾
向
等
、
不

安
要
素
も
あ
り
ま
す
が
、
気
持
ち

を
引
き
締
め
、
よ
り
一
層
の
経
費

の
削
減
を
図
る
と
と
も
に
、
利
用

者
の
ニ
ー
ズ
に
合
っ
た
サ
ー
ビ
ス
、

プ
ラ
ン
の
提
供
、
サ
ー
ビ
ス
品
質

の
向
上
に
取
り
組
み
業
績
回
復
に

努
力
し
て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

企
画
観
光
課
（
４
２
）
３
９
６
４

平
成

年
度
は
、
約

万
２,

０

２３

１９

０
０
立
方
丿
を
給
湯
し
ま
し
た
。

収
益
は
、
海
洋
セ
ン
タ
ー
の
工

事
に
伴
う
休
止
や
、
自
家
用
へ
の

種
別
変
更
の
影
響
か
ら
供
給
収
益

は
減
少
と
な
り
、
ま
た
現
金
の
運

用
も
利
率
の
落
ち
込
み
か
ら
減
少

し
、
事
業
収
益
は
６,

２
６
２
万

円
（
前
年
比
１
７
１
万
円
の
減
）

と
な
り
ま
し
た
。

一
方
費
用
は
、
計
画
停
電
の
対

応
か
ら
、
８
号
源
泉
と
９
号
源
泉

の
自
噴
圧
を
利
用
し
た
送
湯
に
切

り
替
え
、
動
力
費
を
削
減
し
た
こ

と
等
に
よ
り
、５,

５
６
５
万
円（
前

年
比
１
１
７
万
円
の
減
）
と
な
り
、

純
利
益
は
６
９
７
万
円
と
な
り
ま

し
た
。

今
の
と
こ
ろ
施
設
は
順
調
に
稼

働
し
て
い
ま
す
が
、
平
成

年
度

２４

か
ら
予
定
し
て
い
る
施
設
改
修
で

費
用
の
増
加
が
見
込
ま
れ
る
こ
と

や
、
供
給
収
益
の
さ
ら
な
る
減
少

が
推
測
さ
れ
る
こ
と
か
ら
、
施
設

の
管
理
運
営
に
万
全
を
期
す
と
と

も
に
、
加
入
の
促
進
と
経
営
の
合

理
化
に
心
掛
け
て
事
業
を
推
進
し

て
ま
い
り
ま
す
。

【
問
合
せ
】

生
活
環
境
課
（
４
２
）
３
９
６
９

水
道
事
業
会
計

温
泉
事
業
会
計

町
営
宿
泊
施
設

伊
豆
ま
つ
ざ
き
荘
事
業
会
計

前年対比（％）差 引
（純損益）

決 算 額項 目
会 計 支 出収 入支 出収 入

１０５．６９７．０１，５９４万円１億３，４５０万円１億５，０４４万円水道事業会計

９７．９９７．３６９７万円５，５６５万円６，２６２万円温泉事業会計

９３．８９４．１△４，３２１万円２億８，４６２万円２億４，１４１万円町営宿泊施設事業会計

会 計 別 決 算 状 況

事事事
業
会
計
決
算
の
概
要

事事
業
会
計
決
算
の
概

事
業
会
計
決
算
の
概
要要

平
成成成

年年年
度度度

２２２３３３

平平
成

年

平
成

年
度度

２３２３
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－

俳

句－

山

本

武

男

小

林

忠

男

小

林

一

男

佐

藤

享

細

矢

金

治

山

本

一

詞

石

田

宏

稲

葉

文

字

依
田
ふ
じ
枝

稲

葉

菊

恵

夏

目

和

子

吉
岡
う
た
子

斎
藤
み
つ
子

鈴
木
す
み
江

土
屋
規
矩
子

松
田
美
智
子

清

水

高

子

葉
桜
の
影
掃
く
様
に
風
の
あ
り

身
ほ
と
り
の
俄
に
軽
し
夏
来
た
る

に
わ
か

豆
の
飯
小
さ
な
茶
碗
に
握
り
箸

弧
を
描
く
如
老
鶯
の
谷
渡
り

こ

ろ
う

お
う

コ
ン
ビ
ニ
の
軒
の
ア
イ
ド
ル
燕
の
子

蚕
豆
の
屁
っ
ぷ
り
豆
と
言
ひ
し
頃

そ
ら

ま
め

へ

手
に
汗
を
握
る
熱
戦
女
子
バ
レ
ー

ゆ
っ
く
り
と
田
水
の
動
く
植
田
か
な

初
取
り
の
瓜
を
双
手
に
夕
支
度

う
り

長
い
髪
そ
っ
と
束
ね
る
暑
さ
か
な

水
灌
ぐ
山
墓
の
夫
暑
か
ら
ん

そ
そ

草
を
引
く
蓑
を
背
に
負
う
暑
さ
か
な

み
の

老
鶯
に
ひ
た
る
静
寂
や

の
森

し
じ
ま

ぶ
な

夏
雲
の
ち
ぎ
れ
に
ま
み
え
金
環
蝕

き
ん

か
ん

し
ょ
く

新
緑
の
刈
り
込
み
清
し
一
日
か
な

す
が

暑
き
日
の
麦
茶
の
出
番
午
後
三
時

暑
き
日
も
心
寂
し
き
刻
の
あ
り

僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵
僵

松松松

崎崎

文文

芸芸
イベント・催し紹介

禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦禦

○雲見温泉無料サザエ狩り

【日時】７月１５日（日）

午前９時から

【場所】雲見海岸

【問合せ】

雲見観光協会 （４５）０８４４

○
減
額
認
定
証
の
更
新
に
つ
い
て

限
度
額
適
用
・
標
準
負
担
額
減

額
認
定
証
も
有
効
期
限
が
「
平
成

年
７
月

日
」
ま
で
と
な
っ
て

２４

３１

い
ま
す
。
こ
ち
ら
は
昨
年
度
と
同

様
に
自
動
更
新
さ
れ
ま
す
の
で
、

対
象
の
方
に
は
、
保
険
証
と
一
緒

に
郵
送
さ
せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

昨
年
度
減
額
認
定
証
が
交
付
さ
れ

て
い
た
方
で
、
保
険
証
に
同
封
さ

れ
て
い
な
か
っ
た
方
は
、
健
康
福

祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ
さ
い
。

ま
た
、
新
し
く
減
額
認
定
を
希

望
さ
れ
る
場
合
は
、
健
康
福
祉
課

に
て
申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

（
減
額
認
定
の
対
象
者
）

世
帯
の
全
員
が
住
民
税
非
課
税
の

被
保
険
者
の
方

○
保
険
料
の
通
知
に
つ
い
て

平
成

年
中
の
所
得
を
も
と
に

２３

決
定
し
、
８
月
中
旬
に
通
知
さ
せ

て
い
た
だ
き
ま
す
。

す
で
に
特
別
徴
収
（
年
金
か
ら

の
天
引
）
に
よ
り
保
険
料
を
４
月

以
降
仮
徴
収
さ
せ
て
い
た
だ
い
て

い
る
場
合
で
も
、
改
め
て
９
月
中

旬
に
通
知
し
ま
す
。

○
平
成

年
８
月
１
日
か
ら
後
期

２４

高
齢
者
医
療
被
保
険
者
証
（
保

険
証
）
が
変
わ
り
ま
す
。

現
在
使
用
し
て
い
る
「
藤
色
」

の
保
険
証
は
、
有
効
期
限
が
「
平

成

年
７
月

日
」
と
な
っ
て
い

２４

３１

ま
す
。
こ
の
た
め
、
８
月
１
日
か

ら
は
使
用
す
る
こ
と
が
で
き
ま
せ

ん
。８

月
よ
り
お
使
い
い
た
だ
く
保

険
証
は
、
表
面
の
色
が
「
緑
色
」

と
な
り
、
７
月
中
旬
に
被
保
険
者

の
皆
様
に
黄
色
の
封
筒
で
郵
送
さ

せ
て
い
た
だ
き
ま
す
。

も
し
、
保
険
証
が
お
手
元
に
届

か
な
か
っ
た
り
、
記
載
内
容
に
間

違
い
が
あ
っ
た
り
し
た
場
合
は
、

健
康
福
祉
課
ま
で
お
問
合
せ
く
だ

さ
い
。

○
保
険
料
の
納
付
に
つ
い
て

新
た
に
後
期
高
齢
者
医
療
制
度

に
加
入
し
て
か
ら
、
６
カ
月
間
は

納
付
方
法
が
普
通
徴
収
（
納
付
書

で
の
窓
口
払
い
、
ま
た
は
口
座
振

替
）
と
な
り
ま
す
。
口
座
振
替
の

手
続
き
を
し
て
い
な
い
場
合
は
、

送
ら
れ
て
く
る
納
付
書
を
持
っ
て
、

お
近
く
の
金
融
機
関
（
ゆ
う
ち
ょ

銀
行
を
除
く
）、
ま
た
は
松
崎
町
役

場
に
て
忘
れ
ず
に
納
付
し
て
く
だ

さ
い
。

※
国
民
健
康
保
険
税
が
口
座
振
替

と
な
っ
て
い
た
方
で
、
引
き
続
き

口
座
振
替
を
希
望
す
る
方
は
、
後

期
高
齢
者
医
療
制
度
加
入
後
、
新

た
に
手
続
き
が
必
要
と
な
り
ま
す

の
で
ご
注
意
く
だ
さ
い
。

制
度
加
入
後
６
カ
月
を
経
過
す

る
と
、
年
金
額
が
年
間

万
円
以

１８

上
の
方
で
、
後
期
高
齢
者
医
療
保

険
料
と
介
護
保
険
料
の
合
計
額
が

年
金
額
の
１
－
２
を
超
え
な
い
場
合
、

保
険
料
の
支
払
い
方
法
が
特
別
徴

収
（
年
金
か
ら
の
天
引
）
に
変
更

と
な
り
ま
す
。

な
お
、
口
座
振
替
に
変
更
を
希

望
す
る
場
合
は
健
康
福
祉
課
に
て

申
請
し
て
く
だ
さ
い
。

【
問
合
せ
】

健
康
福
祉
課
（
４
２
）
３
９
６
６

ふるさと納税への
ご協力ありがとう

ございました

昨年度に引き続き、下記の方か

らふるさと納税をしていただきま

した。

○山本 陽茂 様（東京都在住）
はるしげ

ありがとうございました。

保険証の見本
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第２回オーシャンスイムレース

岩地海岸では、県内外から約１７０人が参加し、
大規模な遠泳大会が開催されました。参加者は、
日ごろ鍛えた泳力を発揮し、タイムを競い合いま
した。

6/14

帯広市から初夏の定期便「スズラン」届く

帯広市から初夏の花「スズラン」約６千本が
届き、町内の学校や幼稚園、保育園、観光施設
等に配布されました。受け取った園児たちは、
北の大地からの甘い香りを楽しみました。

77

元
気
は
ま
ち
づ
く
り
の
源

６
月
３
日
の
早
朝
、
胸
が
締
め

付
け
ら
れ
る
よ
う
な
痛
み
に
襲
わ

れ
、
６
月
５
日
に
病
院
で
診
察
を

受
け
た
結
果
、
亜
急
性
心
筋
梗
塞

と
診
断
さ
れ
、
即
日
入
院
と
な
り

ま
し
た
。

入
院
中
は
、
町
内
・
外
の
皆
様

に
大
変
な
ご
心
配
を
お
か
け
す
る

と
と
も
に
、お
見
舞
い
い
た
だ
き
、

厚
く
御
礼
申
し
上
げ
ま
す
。
お
か

げ
さ
ま
で
、
６
月

日
よ
り
公
務

２５

に
復
帰
し
て
お
り
ま
す
。

私
は
こ
れ
ま
で
大
病
を
し
た

こ
と
が
な
く
、
シ
ー
カ
ヤ
ッ
ク

等
の
ス
ポ
ー
ツ
を
し
て
い
る
の

で
至
っ
て
健
康
体
と
思
っ
て
い

ま
し
た
が
、
知
ら
ず
知
ら
ず
の

う
ち
に
身
体
に
負
担
が
蓄
積
さ

れ
て
い
た
よ
う
で
、
こ
の
よ
う

な
結
果
と
な
っ
て
し
ま
い
ま
し

た
。今

回
、
長
期
入
院
し
、
改
め

て
健
康
の
大
切
さ
を
感
じ
た
と

こ
ろ
で
す
。

入
院
を
通
じ
て
、
ま
ち
づ
く

り
は
元
気
で
な
け
れ
ば
で
き
な

い
と
い
う
こ
と
を
再
認
識
し
ま
し

た
。
私
は
、
常
々
職
員
に
対
し
て

元
気
よ
く
笑
顔
で
業
務
に
当
る
よ

う
に
と
伝
え
て
い
ま
す
。

元
気
は
、
力
の
源
で
あ
り
、
笑

顔
は
、
健
康
を
増
進
し
、
活
動
力

を
増
し
ま
す
。

ま
た
、
ま
ち
づ
く
り
は
、
一
人

の
力
だ
け
で
は
で
き
ま
せ
ん
。
ど

ん
な
に
頑
張
っ
て
も
一
人
一
人
の

力
に
は
限
り
が
あ
り
、
そ
こ
に
は

多
く
の
皆
様
の
力
の
結
集
が
必

要
と
な
り
ま
す
。

特
に
、
現
在
町
が
目
指
し
て

い
る「
日
本
で
最
も
美
し
い
村
」

づ
く
り
は
、
町
民
の
皆
様
と
行

政
が
連
携
し
て
取
り
組
ん
で
い

か
な
け
れ
ば
、
成
し
遂
げ
る
こ

と
は
で
き
ま
せ
ん
。

今
後
も
、
町
民
の
皆
様
が
元

気
で
生
き
生
き
と
、
ま
ち
づ
く

り
に
関
わ
っ
て
い
た
だ
け
る
よ

う
、
よ
ろ
し
く
お
願
い
い
た
し

ま
す
。

松
崎
町
長

齋
藤

文
彦

～～～まちのできごと～～～～まちのできごとまちのできごと～～
6/3

第14回伊豆・松崎町シーカヤックマラソン

全国から２１１艇、２３０人が参加し、シーカヤッ
クマラソンが開催されました。レース序盤は雨
が降り、あいにくの天候でしたが、選手は力強
くパドルを操り、ゴールを目指しました。

6/3
まちづくり講演会

環境センター文化ホールでは、町出身の高橋
幸民さんを講師に、「日本で最も美しい村を目
指して」という演題でまちづくり講演会が行わ
れ、多くの皆様にお集まりいただきました。

町長室からこんにちは ◯31



届出人年齢氏 名地 区

光 夫91鈴木 げ子宮 内

志 朗73望 月 榮南 区

叢 吾93山 本 義 文池 代

至 明64中 川 益 子中 村

治 枝80佐 藤 富 哉峰

信89佐藤千 子山 口

周 一87石 田 万 二江奈４

孝 之94鈴 木 て雲 見

晴 美99山地きちゑ道 部

志 げ 代99佐 藤 ト キ江奈２

文 人93田口金次郎峰

博 一93山 本 ま つ峰 輪

柳 子70渡邉五二美金 沢

芋

咽

允

員

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯鰯

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印
印

8

広
報
ま
つ
ざ
き

〒
四
一
〇－

三
六
九
六

静
岡
県
賀
茂
郡
松
崎
町
宮
内
三
〇
一
ノ
一

緯〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
九
六
四

胃〈
〇
五
五
八

〉
四
二－

三
一
八
三

発
行

静
岡
県
松
崎
町

編
集

企
画
観
光
課

印
刷

㈲
山
本
印
刷

二十一世紀 松崎町三つの実践運動「あいさつ・返事・後しまつ」

町の人口と世帯

総人口 ７，６８８人（－２７人）

男 ３，６４７人（－１８人）

女 ４，０４１人（－９人）

世帯数 ３，０８１戸（－７戸）

転 入 １８人 転 出 ３４人

出 生 ３人 死 亡 １４人

（平成２４年５月３１日現在）
（ ）内は前月比

松崎町ホームページアドレス http://www.town.matsuzaki.shizuoka.jp/

人身事故 ６件 （＋３）

物損事故 １２件 （＋１０）

死 者 ０人 （±０）

傷 者 １０人 （＋７）

二
〇
一
二
年
七
月
一
日
発
行

通
刊

第

五

七

八

号

おくやみ申し上げます（死亡）

町 の 交 通 事 故

平成２４年５月発生分

姉

妹

都

市

通

信

（ ）内は前年同月比

戸戸戸籍籍だよだよりり
（（55月届出分月届出分））

保護者性別名 前地 区

藤 井 義 巳女結 理
ゆ り

江奈２

藤 井 竜 樹女花
はな

峰 輪

山 蒼 淳 哉女悠 里
ゆ り

峰 輪

おめでとうございます（出生）

北
海
道
の
観
光
ル
ー
ト
で
、
注

目
を
集
め
て
い
る
の
が
「
北
海
道

ガ
ー
デ
ン
街
道
」
で
す
。

旭
川
か
ら
十
勝
ま
で
を
結
ぶ
こ

の
街
道
は
、
北
海
道
の
代
表
的
な

７
つ
の
ガ
ー
デ
ン
が
集
ま
り
、チ
ー

ズ
や
ワ
イ
ン
、
美
味
し
い
食
事
も

楽
し
め
ま
す
。

う
ち
、
帯
広
市
に
あ
る
「
紫
竹

ガ
ー
デ
ン
」
は
、

歳
を
越
え
た

８５

今
も
、
現
役
で
庭
造
り
を
す
る
紫

竹
お
ば
あ
ち
ゃ
ん
が
ト
レ
ー
ド

マ
ー
ク
の
ガ
ー
デ
ン
で
す
。
お
花

好
き
に
は
た
ま
ら
な
い
、
お
ば
あ

ち
ゃ
ん
こ
だ
わ
り
の
約
２,

５
０
０

種
類
の
カ
ラ
フ
ル
な
草
花
が
咲
き

誇
り
ま
す
。

同
じ
く
帯
広
市
の「
真
鍋
庭
園
」

は
、
北
国
な
ら
で
は
の
針
葉
樹
中

心
の
ガ
ー
デ
ン
で
す
。
対
照
的
な

葉
色
の
樹
木
が
２
列
に
並
ぶ
リ
バ
ー

ス
ボ
ー
ダ
ー
ガ
ー
デ
ン
、
伝
統
的

な
日
本
庭
園
等
、
季
節
に
よ
っ
て

葉
の
色
を
変
え
る
樹
木
が
十
勝
の

青
空
に
絶
妙
に
マ
ッ
チ
し
ま
す
。

ま
た
、
Ｊ
Ｒ
帯
広
駅
か
ら
車
で

分
ほ
ど
に
あ
る
「
十
勝
千
年
の

４０森
」
で
は
、

月
８
日
ま
で
国
内

１０

最
大
級
の
規
模
を
誇
る
「
北
海
道

ガ
ー
デ
ン
シ
ョ
ー
」
が
行
わ
れ
て

い
ま
す
。
広
大
な
森
の
池
や
川
、

背
景
の
山
さ
え
も
取
り
込
ん
だ
ガ
ー

デ
ン
は
、「
大
地
が
庭
に
恋
を
し

た
」
と
い
う
テ
ー
マ
に
ふ
さ
わ
し

い
た
め
息
の
こ
ぼ
れ
る
空
間
で
す
。

会
場
内
で
、
ぜ
ひ
行
っ
て
い
た

だ
き
た
い
の
が
ガ
ー
デ
ン
カ
フ
ェ

で
す
。
綺
麗
な
景
色
に
囲
ま
れ
、

北
海
道
の
新
鮮
な
素
材
で
作
る
ラ

ン
チ
や
ス
イ
ー
ツ
で
お
腹
も
心
も

満
た
さ
れ
、
ゆ
っ
た
り
と
癒
さ
れ

る
心
地
よ
さ
は
贅
沢
そ
の
も
の
で

す
。松

崎
町
の
皆
様
も
ぜ
ひ
ガ
ー
デ

ン
観
光
を
ご
体
験
く
だ
さ
い
！

帯
広
市
か
ら

「「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道

「
北
海
道
ガ
ー
デ
ン
街
道
」」

ススス
ト
ッ
プ
！

ススス
トト
ッ
プ
ッ
プ
！！

～～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に

～
あ
な
た
も
賢
い
消
費
者
に
宇宇
～～

悪
質
商
法
被
害

悪
質
商
法
被
害

今
回
は
、
未
公
開
株
詐
欺
、
施
設
利
用
権
詐

欺
等
と
も
手
口
が
似
て
い
る
「
カ
ン
ボ
ジ
ア
土

地
使
用
権
詐
欺
」
を
取
り
上
げ
ま
す
。
次
の
や

り
取
り
の
中
で
出
て
く
る
「
○
○
」
の
部
分
に

「
カ
ン
ボ
ジ
ア
土
地
使
用
権
」
や
「
未
公
開

株
」、「
施
設
利
用
権
」
を
当
て
は
め
て
考
え
て

み
て
く
だ
さ
い
。

こ
れ
ら
の
詐
欺
の
手
口
は
、
ま
ず
、
あ
る
人

物
か
ら
「
○
○
を
購
入
し
た
い
の
だ
が
、
自
分

の
立
場
だ
と
購
入
で
き
な
い
。
代
わ
り
に
購
入

し
て
く
れ
た
ら
△
倍
の
金
額
で
買
い
取
る
。」

等
と
電
話
が
あ
り
ま
す
。

そ
の
後
、
別
の
人
物
か
ら
タ
イ
ミ
ン
グ
よ
く

「
○
○
を
買
い
ま
せ
ん
か
。」
と
い
う
勧
誘
の

電
話
が
あ
り
、
購
入
し
て
み
た
も
の
の
、
実
際

に
買
い
取
っ
て
は
も
ら
え
ず
、
購
入
し
た
物
も

無
価
値
で
あ
っ
た
と
い
う
も
の
で
す
。

そ
も
そ
も
、
カ
ン
ボ
ジ
ア
の
土
地
使
用
権
と

い
う
も
の
が
何
か
不
明
で
す
し
、
こ
の
よ
う
な

訳
の
わ
か
ら
な
い
話
に
は
く
れ
ぐ
れ
も
ご
用
心

く
だ
さ
い
。

被
害
に
遭
っ

た
場
合
は
、
す

ぐ
に
役
場
等
に

相
談
を
す
る
よ

う
に
し
て
く
だ

さ
い
。

（
文
と
絵
）
司
法
書
士

山
田

茂
樹

【
問
合
せ
】
企
画
観
光
課（
４
２
）３
９
６
４

カ
ン
ボ
ジ
ア
土
地
使
用
権
詐
欺

葛北海道ガーデ
ンショードレス
ガーデン

※この欄に掲載を希望されない場合は、
お申し出ください。

滑紫竹ガーデン

姉

妹

都

市

通

信


